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文部省は 1939 年 6 月に第１回国語対策協議会を開催し、八紘一宇の考え方をもとに
標準日本語を東亜諸国に普及させる方策を検討した。この協議会には陸海軍関係者が参
加していた。その後、1940年 12月に日語文化協会内に日本語教育振興会が設立された。 
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きず、チェンマイ日本語学校も生まれなかったかもしれない。チェンマイにおいても日
本軍が日本語普及に深くかかわっていたことは明らかである。 
 
第 7章では、本研究の要点をまとめ、今後の研究課題を挙げて本論文を締めくくって
いる。 
 
審査結果 
 本研究は、膨大な一次資料を丹念に精査し、戦前・戦中の日タイ関係およびタイにお
ける日本語普及・日本語教育と日本軍とのかかわりを明らかにした労作である。殊に、
これまでまったく研究がなされていなかったチェンマイの日本語教育の歴史に焦点を
当て、聞き取り調査をもとにチェンマイ日本語学校の存在を確認し、戦時中の日本語教
育の実態を明らかにした功績は特筆に価する。終戦時に多くの貴重な資料が失われたこ
とを考えると、今回の調査がなければ、チェンマイ日本語学校について知ることは永遠
にできなかったであろう。タイの日本語教育史の空白を埋めるきわめて貴重な研究であ
る。 
 本研究は、柳澤健、平等通照、鈴木忍、田村浩など国際文化事業や日本語普及活動、
日本軍の諜報活動にかかわったとされる人物についてきめ細かい記述を行っている。こ
の点が本研究を読み物として魅力あるものにしている。 
しかしながら、戦前・戦中という時代区分が十分説明されていない、論文の構成や段
落のつながりに改善の余地がある、文章に繰り返しが多く、文章表現に読みにくい箇所
が散見されるなどの問題点も指摘できる。 
このような問題点はあるものの、本研究が日本語普及・日本語教育と日本軍の関係に
着目し丹念に資料を掘り起こしたこと、タイの日本語教育史に新たな一頁を加えたこと
は高く評価できる。よって、審査委員会は、全員一致で、本論文が博士学位論文の水準
に達するものであると評価し、合格と判定した。 
以上 
 
 
 
